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シ
ノ
ハ
ラ
ナ
ガ
ツ
ネ
篠
原
長
経
遁
稿
織
部
。

長
次
の
嫡
男
。
鹿
安
二
年
父
の
裂
後
本
践
の
内
五
千

石
を
製
ぎ
、
人
持
組
に
列
し
、
高
治
二
年
県
力
支
配

役
と
な
り
、
寺
枇
奉
行
を
粂
ね
、
寛
文
三
年
旗
奉
行

に
湿
り
、
延
費
六
年
二
局
サ
三
日
夜
し
た
。

シ
ノ
ハ
ラ
ナ
ガ
ヨ
シ
篠
原
長
一
足
遁
稽
大
患
・

六
郎
左
衛
門
。
究
長
次
の
夜
後
本
勝
の
内
千
石
を
賜

は
っ
て
別
に
家
を
成
し
、
寛
文
中
御
馬
奉
行
と
な
り
、

大
小
持
番
頭
に
縛
じ
、
御
馬
廻
顕
に
滋
み
、
元
疎
二

年
絡
め
、
同
年
残
し
た
。

シ
ノ
ハ
ラ
ノ
タ
タ
カ
ヒ
篠
原
の
職
務
永
二
年

五
周
一
日
供
利
伽
羅
山
の
戟
に
大
勝
を
得
た
木
曾
義

仲
の
箪
は
、
漸
〈
迫
撃
戦
に
移
っ
て
、
六
周
一
日
.
平

箪
の
保
守
し
た
安
宅
に
泊
っ
た
。
安
宅
は
掛
川
の
下

流
が
携
に
朝
す
る
腕
で
あ
る
か
ら
、
平
箪
の
防
禦
陣

地
は
左
岸
で
あ
っ
た
ら
う
。
義
仲
、
林
中
ハ
郎
光
明
に

命
じ
、
鞍
馬
を
放
っ
て
水
の
深
携
を
測
ら
し
め
、
そ

の
徒
渉
に
地
へ
る
を
知
っ
て
、
諸
箪
に
遊
撃
せ
し
め

た
。
長
門
本
平
家
物
甜
に
よ
れ
ば
、
こ
の
際
光
明
は
平

有
凶
の
陣
に
突
入
し
、
そ
の
甥
野
宮
八
郎
光
宗
は
有

闘
を
射
て
首
級
を
取
っ
た
と
あ
る
。
阪
に
し
て
平
箪

安
宅
を
捨
て
、
源
軍
は
こ
れ
を
並
松
・
成
合
等
に
腫

遂
し
た
が
、
平
箪
の
弱
者
或
は
馬
首
を
廻
ら
し
て
逝

躍
す
る
も
、
多
〈
臓
の
獲
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
備

中
の
人
妹
尾
太
郎
粂
康
も
亦
加
賀
の
倉
光
三
郎
成
澄

に
生
檎
せ
ら
れ
、
資
藤
別
館
賞
盛
が
手
塚
太
郎
光
時
間

に
討
た
れ
た
知
き
は
そ
れ
で
あ
る
。
賓
盛
戦
死
の
所

は
、
卒
家
物
語
に
篠
原
で
あ
る
と
記
し
、
源
卒
擁
護

記
は
成
合
池
附
近
と
し
て
、
そ
の
討
死
し
た
後
卒
箪

が
篠
原
に
返
却
し
た
如
き
鍍
絡
で
あ
る
。
敗
残
の
平

え

ghv

箪
は
、
是
か
ら
極
楽
林
・
小
野
寺
林
・
須
河
林
・
繭

倒
・
熊
坂
等
の
江
沼
郡
各
地
を
経
て
、
終
に
京
都
に

奔
怠
し
た
。
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• 

シ
ノ
プ
忽
鳳
至
郡
南
志
見
郷
に
屈
す
る
部
務
。

シ
バ
ガ
キ
柴
垣
羽
咋
郡
甘
田
保
に
凪
す
る
部

務
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
芝
題
材
は
一
宮
よ
り
十
四
五

町
に
在
り
。
茶
屋
助
左
衛
門
と
て
古
き
百
姓
あ
り
。

普
芝
原
締
監
と
い
ひ
し
郷
士
有
し
と
て
、
郭
跡
は
商

の
山
に
あ
り
。
館
中
将
監
と
い
へ
り
。
至
っ
て
富
貴

に
し
て
、
仰
紳
信
仰
の
人
な
り
。
色
々
奇
特
あ
0
て、

常
に
山
水
の
風
景
を
好
み
、
領
内
に
近
江
八
景
を
移

し
.
叉
は
内
外
の
伊
勢
の
前
垣
を
勅
箭
せ
し
所
と

て
、
東
の
山
中
に
所
々
あ
り
。
』
と
あ
る
。

シ
バ
ガ
ト
ウ
ゲ
芝
ヶ
峠
鳳
至
郡
北
七
振
に
在

る
峠
。
能
管
誌
に
、
『
七
海
村
よ
り
芝
宇
峠
と
て
古
職

場
あ
り
。
此
腕
を
越
れ
ば
穴
水
な
り
。
』
と
あ
る
。

シ
バ
ガ
タ
ウ
ゲ
ジ
ヨ
ウ
芝
ヶ
隙
揚
鳳
京
都
柏

七
海
に
在
っ
た
。
越
資
質
三
州
志
故
郷
考
に
、
穴
水

の
東
七
海
村
領
中
間
往
来
の
傍
に
城
J
鼻
城
跡
が
あ

り
、
一
名
を
芝
f

峠
と
い
ふ
。
穴
水
の
砦
で
あ
ら
う

と
あ
る
。

シ
バ
キ
柴
木
石
川
郡
林
郷
に
臨
す
る
郎
帯
。

加
賀
古
跡
考
に
、
此
の
村
の
百
姓
消
右
衛
門
と
い
ふ

も
の
L
家
に
、
古
く
か
ら
嬰
徳
太
子
二
畿
の
像
と
い

ふ
を
停
へ
て
ゐ
る
こ
と
が
替
か
れ
る
。
こ
の
像
は
今

濁
立
の
堂
に
安
置
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

シ
バ
キ
キ
ナ
イ
芝
木
喜
内
部
は
定
経
。
本
多

民
に
仕
へ
徒
組
に
班
し
て
ゐ
た
。
明
治
二
年
そ
の
宇
一

本
多
政
均
の
暗
殺
せ
ら
れ
る
や
、
同
志
と
共
に
復
鰭

を
諜
り
、
古
物
商
と
な
っ
て
自
ら
稲
晦
す
る
腕
あ

り
、
四
年
十
一
周
サ
四
日
藤
江
松
三
郎
と
共
に
仇
敵

の
一
人
多
賀
賢
三
郎
を
江
州
長
滋
騨
に
討
ち
、
五
年

十
一
周
凶
日
自
裁
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
享
年
三
十
。

シ
パ
ゴ
ゼ
ン
芝
御
前
加
賀
務
主
第
三
代
前
田

利
常
の
女
熊
郷
は
、
曾
津
侯
保
科
正
経
に
嫁
し
て
、

芝
御
前
と
呼
ば
れ
た
。

シ
バ
ゴ
ゼ
ン
芝
御
前
加
賀
藩
主
第
十
代
前
回

軍
政
の
女
頴
嫡
は
、
曾
棒
侯
保
科
容
詮
に
嫁
し
、
芝

御
前
と
呼
ば
れ
た
。

シ
ハ
ス
ギ
ツ
ネ
師
走
狐
務
政
時
代
の
歳
末
に

来
た
藤
内
の
物
斑
ひ
で
、
白
布
を
以
て
全
身
を
包

み
、
尾
を
垂
れ
、
犯
の
儒
面
を
被
b
、
『
来
た
わ
い
な

来
た
わ
い
な
。
師
走
狐
が
飛
ん
で
来
た
。
一
文
貰
へ

ば
来
年
ま
で
こ
ん
/
¥
。
』
と
唱
へ
る
も
の
で
あ
っ

た。シ
パ
タ
ウ
ゲ
柴
隙
鹿
島
郡
石
動
山
か
ら
荒
山

口
に
懸
る
聞
に
大
柴
峠
・
小
柴
峠
と
い
ふ
坂
路
が
あ

る
。
越
菅
賀
三
州
志
故
櫨
考
荒
山
の
僚
に
、
『
此
の

山
の
腰
溜
り
、
芹
川
村
よ
り
越
中
道
な
り
。
是
を
荒

山
越
と
い
ふ
。
此
の
荒
山
よ
り
北
の
方
へ
高
低
三
十

町
許
り
菅
れ
ば
石
動
山
な
り
。
芝
峠
と
い
ふ
も
此
の

間
な
り
。
』
と
記
す
も
の
こ
れ
で
あ
る
。
天
正
十
年

七
周
祖
弁
景
隆
・
三
宅
長
盛
が
石
動
山
の
衆
徒
と
遁

じ
て
襲
警
を
荒
山
に
構
へ
た
時
、
前
回
利
家
は
芝
峠

に
於
い
て
敵
と
職
ひ
、
祖
弁
・
三
宅
は
荒
山
の
峨
に

遁
入
し
た
と
い
ふ

0

4
ア
ラ
ヤ
マ
カ
ツ
セ
シ
荒

山
合
職
。

シ
バ
タ
エ
モ
リ
ノ
ス
ケ
柴
田
柄
漏
助
↓
Y
ユ

ド
ウ
衆
道
。

シ
パ
タ
カ
ツ
イ
へ
柴
田
勝
家
天
正
三
年
入
居

織
田
信
長
が
岐
阜
を
漉
し
て
北
陸
を
征
し
た
時
、
柴

田
勝
家
は
諸
将
と
共
に
越
前
河
野
・
浦
に
上
陸
し
、
沿

道
の
慢
を
陥
れ
て
加
賀
に
入
り
、
江
・
能
二
部
を
攻

略
し
た
。
九
用
信
長
は
盟
原
寺
か
ら
北
座
に
移
b
、

勝
家
を
し
て
こ
L
に
銀
せ
し
め
、
佐
々
成
政
・
前
田

利
家
・
不
破
光
治
を
府
中
に
置
い
て
そ
の
奥
カ
た
ら

し
め
た
。
周
年
秋
加
賀
の
一
授
等
、
大
型
寺
城
の
戸

次
民
正
を
脅
か
し
た
を
以
て
、
信
長
は
佐
久
間
接
政

を
遣
は
し
て
鹿

E
に
代
ら
し
め
1

叉
勝
家
を
し
て
之

に
カ
を
合
は
さ
し
め
た
。
図
っ
て
勝
家
は
盛
政
と
共

に
、
一
旦
敵
手
に
委
し
た
般
地
天
跡
山
を
蒋
還
し
、

叉
動
橋
・
御
幸
援
の
織
を
扱
い
た
。
五
年
信
長
再
征

の
軍
を
出
し
、
勝
家
は
諸
持
と
共
に
本
折
・
小
松
・
安

宅
を
焚
き
、
手
取
川
を
超
え
て
誕
ん
た
が
、
こ
の
時

七
尾
域
統
に
上
杉
謙
信
の
箆
に
陥
れ
ら
れ
て
、
救
援

の
機
を
失
う
た
を
以
て
、
諸
軍
蹄
路
に
就
き
、
勝
家

は
十
周
三
目
指
庄
に
納
馬
し
た
。
八
年
間
三
周
本
願

寺
顕
如
は
信
長
と
締
和
し
た
が
、
同
用
勝
家
は
加
賀

に
懇
撃
し
、
佐
久
間
盛
政
等
を
し
て
金
調
停
御
坊
を
屠

ら
し
め
、
十
周
更
に
残
黛
坪
坂
新
五
郎
・
徳
田
小
次
郎

を
江
沼
郡
松
山
に
掃
務
し
、

zu
川
郡
の
若
林
長
門
、

能
美
郡
鳥
越
の
鈴
木
出
羽
等
を
誘
殺
し
、
十
一
周
E

魁
十
九
名
の
首
級
を
安
土
に
治
っ
た
。
次
い
で
十
年

六
周
本
能
寺
の
鑓
に
信
長
の
試
せ
ら
れ
る
や
、
勝
家

は
信
孝
を
擁
立
せ
ん
と
し
て
羽
柴
努
吉
と
隙
を
生

じ
、
十
一
年
四
局
卸
ヶ
瀬
の
戟
に
敗
退
し
ー
サ
四
目

指
，
庄
に
於
い
て
自
足
し
た
。
時
に
年
五
十
四
。

シ
パ
タ
セ
イ
ア
ン
柴
田
踊
庵

J
コ
マ
ヰ
セ
イ

ア

y

駒
井
踏
庵
。

シ
パ
J
ヨ
シ
ヒ
ロ
接
野
美
昏
溜
穏
健
次
郎
、

方
中
と
観
し
た
。
務
士
大
織
作
之
進
の
家
人
梅
禄
回

左
衛
門
の
末
子
で
、
文
政
八
年
長
氏
の
家
士
柴
野
吉

左
衛
門
の
後
を
繕
ぎ
、
七
人
扶
持
を
受
け
た
。
美
容

地
理
古
蹴
に
精
し
く
、
舗
の
尾
の
胞
を
若
し
、
叉
宮

井
安
泰
に
測
逮
術
を
皐
び
、
鈍
感
に
遁
じ
て
門
人
が

多
か
っ
た
。
然
る
に
性
剛
設
細
依
に
拘
泥
せ
ず
、
震

に
罪
を
獲
て
天
保
十
二
一
年
七
用
禁
牢
と
な
り
、
十
二

周
赦
兎
の
後
殴
易
せ
ら
れ
、
そ
の
組
母
に
二
人
扶
持

を
給
せ
ら
れ
た
。
弘
化
四
年
入
居
入
日
夜
。

シ
パ
ハ
ラ
ジ
ヨ
ウ
芝
原
誠
羽
咋
郡
柴
垣
に
在

っ
た
。
一
に
長
崎
城
と
も
い
ふ
。
越
資
質
三
州
志
故

櫨
考
に
芝
原
七
郎
と
い
ふ
者
こ
L
に
居
た
と
偲
へ
る

七


